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抗生物質
下
表
は
、
適
切
な
抗
生
物
質
と
そ
の
使
用
濃
度
を
選
択
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
同
一
の
培
養
系
に
複
数
の
抗
生
物
質
を
使
用
す
る
場
合
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
複
数
の
抗
生
物
質
を
使
用
す
る

場
合
、
個
々
の
抗
生
物
質
を
単
独
で
使
用
す
る
場
合
の
適
切
な
濃
度
よ
り
低
い
濃
度
で
細
胞
毒
性
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
頻
繁
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
表
に
記
載
し
て
い
な
い
抗
生
物
質
の
特
性
、
ま
た

は
抗
生
物
質
の
不
適
合
性
の
詳
細
に
つ
い
て
は
総
合
的
な
薬
理
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

3
7
 °
C

で
の

グ
ラ
ム

グ
ラ
ム

マ
イ
コ

推
奨

製
品
名

製
品
番
号
形
態
A
保
存

溶
解
性

安
定
性
B

陽
性
菌

陰
性
菌

酵
母

カ
ビ

プ
ラ
ズ
マ
作
用
と
耐
性
の
様
態

使
用
濃
度

A
m

ph
ot

er
ic

in
 B

A
 2

41
1

C
T

2-
8 

°C
D

M
SO

,
3 

da
ys

■
■

感
受
性
真
菌
に
お
い
て

2.
5 

m
g/

L
D

M
F

ス
テ
ロ
ー
ル
に
結
合
し
、

A
m

ph
ot

er
ic

in
 B

 S
ol

ub
ili

ze
d

A
 9

52
8

G
2-

8 
°C

H
2O

3 
da

ys
■

■
細
胞
膜
の
透
過
性
を
妨
害

5.
6 

m
g/

L
(A

pp
ro

x.
 4

5%
)

（
固
体
と
し
て
）

A
m

ph
ot

er
ic

in
 B

 (
25

0 
µg

/m
l s

ol
ut

io
n)

A
 2

94
2

A
F

–2
0 

°C
3 

da
ys

■
■

10
 m

l/L

A
m

pi
ci

lli
n

A
 0

16
6

C
T

2-
8 

°C
H

2O
3 

da
ys

■
■

細
菌
細
胞
壁
合
成
経
路
の

10
0 

m
g/

L

A
m

pi
ci

lli
n

A
 0

79
7

L,
G

2-
8 

°C
H

2O
3 

da
ys

■
■

最
終
段
階
を
阻
害

10
 m

l/L

A
nt

ib
io

tic
 A

nt
im

yc
ot

ic
 S

ol
ut

io
n 

(1
00

x)
A

 9
90

9
A

F
–2

0 
°C

3 
da

ys
■

■
■

■
A
m
ph
ot
er
ic
in
 B
、
P
en
ic
illi
n

10
 m

l/L
(1

0,
00

0 
un

its
 p

en
ic

ill
in

, 
10

 m
g 

st
re

pt
o-

A
 5

95
5

お
よ
び
S
tr
ep
to
m
yc
in
の

m
yc

in
, 

an
d 

25
 µ

g 
am

ph
ot

er
ic

in
 B

 p
er

 m
l)

作
用
を
参
照

A
nt

ib
io

tic
-A

nt
im

yc
ot

ic
 (

10
0x

)
A

 7
29

2
L,

G
–2

0 
°C

H
2O

3 
da

ys
■

■
■

■
10

 m
l/L

C
ep

ha
lo

th
in

C
 3

05
0

C
T

2-
8 

°C
H

2O
3 

da
ys

■
■

細
胞
壁
合
成
の
阻
害

10
0 

m
g/

L

D
ih

yd
ro

st
re

pt
om

yc
in

D
 5

15
5

C
T

2-
8 

°C
H

2O
5 

da
ys

■
■

リ
ボ
ソ
ー
ム
30
S

10
0 

m
g/

L
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
に
結
合
し
て
、

細
菌
の
タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
阻
害

Er
yt

hr
om

yc
in

E 
53

89
C

T
RT

2 
M

 H
C

l,
3 

da
ys

■
■

ペ
プ
チ
ド
転
移
段
階
に
あ
る

10
0 

m
g/

L
A

lc
oh

ol
ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
鎖
の
伸
長
を
阻
害

G
en

ta
m

ic
in

 S
ul

fa
te

G
 1

26
4

C
T

2-
8 

°C
H

2O
5 

da
ys

■
■

■
リ
ボ
ソ
ー
ム
30
S

50
 m

g/
L

サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
に
結
合
し
て
、

細
菌
の
タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
阻
害

G
en

ta
m

ic
in

 S
ul

fa
te

 (
10

 m
g/

m
l s

ol
ut

io
n)

G
 1

27
2

A
F

2-
8 

°C
5 

da
ys

■
■

■
5 

m
l/L

G
en

ta
m

ic
in

 S
ul

fa
te

 (
50

 m
g/

m
l s

ol
ut

io
n)

G
 1

39
7

A
F

2-
8 

°C
5 

da
ys

■
■

■
1 

m
l/L

G
 1

52
2

L-
G

lu
ta

m
in

e-
Pe

ni
ci

lli
n-

St
re

pt
om

yc
in

G
 1

14
6

A
F

–2
0 

°C
3 

da
ys

■
■

P
en
ic
illi
nお
よ
び

10
 m

l/L
So

lu
tio

n 
(2

00
 m

M
 L

-g
lu

ta
m

in
e,

G
 6

78
4

S
tr
ep
to
m
yc
in
の
作
用
を
参
照

10
,0

00
 u

ni
ts

 p
en

ic
ill

in
, 

an
d 

10
 m

g
st

re
pt

om
yc

in
 p

er
 m

l)

K
an

am
yc

in
 M

on
os

ul
fa

te
K

 1
37

7
C

T
RT

H
2O

5 
da

ys
■

■
■

リ
ボ
ソ
ー
ム
30
S

10
0 

m
g/

L
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
に
結
合
し
て
、

細
菌
の
タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
阻
害

K
an

am
yc

in
 S

ul
fa

te
 (

10
 m

g/
m

l s
ol

ut
io

n)
K

 0
12

9
A

F
2-

8 
°C

5 
da

ys
■

■
■

10
 m

l/L

K
an

am
yc

in
 S

ul
fa

te
 (

50
 m

g/
m

l s
ol

ut
io

n)
K

 0
25

4
A

F
2-

8 
°C

5 
da

ys
■

■
■

2 
m

l/L
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抗生物質
3
7
 °
C

で
の

グ
ラ
ム

グ
ラ
ム

マ
イ
コ

推
奨

製
品
名

製
品
番
号
形
態
A
保
存

溶
解
性

安
定
性
B

陽
性
菌

陰
性
菌

酵
母

カ
ビ

プ
ラ
ズ
マ
作
用
と
耐
性
の
様
態

使
用
濃
度

Li
nc

om
yc

in
 H

C
l

L 
27

74
C

T
2-

8 
°C

H
2O

4 
da

ys
■

細
菌
リ
ボ
ソ
ー
ム
50
S

10
0 

m
g/

L
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
を
変
化

N
eo

m
yc

in
 S

ul
fa

te
N

 6
38

6
C

T
RT

H
2O

5 
da

ys
■

■
コ
ド
ン
の
ミ
ス
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
誘
導
し
、

50
 m

g/
L

N
eo

m
yc

in
 S

ul
fa

te
 (

10
 m

g/
m

l s
ol

ut
io

n)
N

 1
14

2
A

F
2-

8 
°C

5 
da

ys
■

■
タ
ン
パ
ク
質
合
成
の
開
始
お
よ
び

5 
m

l/L
ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
鎖
の
伸
長
を
阻
害

N
ys

ta
tin

N
 6

26
1

C
T

–2
0 

°C
Su

sp
en

si
on

3 
da

ys
■

■
感
受
性
真
菌
に
お
い
て

2.
5 

x 
10

5
U

/L
(5

,0
00

 u
ni

ts
 n

ys
ta

tin
 p

er
 m

g)
in

 H
2O

ス
テ
ロ
ー
ル
に
結
合
し
、

(5
0 

m
g/

L)
細
胞
膜
の
透
過
性
を
妨
害

N
ys

ta
tin

N
 4

01
4

G
–2

0 
°C

Su
sp

en
si

on
3 

da
ys

■
■

2.
4 

x 
10

5
U

/L
(2

40
,0

00
 u

ni
ts

 n
ys

ta
tin

 p
er

 v
ia

l)
in

 H
2O

N
ys

ta
tin

 S
us

pe
ns

io
n

N
 1

63
8

A
F

–2
0 

°C
3 

da
ys

■
■

24
 m

l/L
(1

0,
00

0 
un

its
 n

ys
ta

tin
 p

er
 m

l)

Pa
ro

m
om

yc
in

 S
ul

fa
te

P 
50

57
C

T
RT

5 
da

ys
■

タ
ン
パ
ク
質
合
成
の
開
始
を
阻
害

10
0 

m
g/

L

Pe
ni

ci
lli

n-
G

 (
po

ta
ss

iu
m

 s
al

t)
P 

77
94

C
T

RT
H

2O
3 

da
ys

■
細
菌
細
胞
壁
合
成
経
路
の

10
0,

00
0 

U
/L

最
終
段
階
を
阻
害

Pe
ni

ci
lli

n-
G

 (
so

di
um

 s
al

t)
P 

30
32

C
T

RT
H

2O
3 

da
ys

■
10

0,
00

0 
U

/L

Pe
ni

ci
lli

n-
G

 (
so

di
um

 s
al

t)
P 

34
14

L,
G

2-
8 

°C
H

2O
3 

da
ys

■
10

0,
00

0 
U

/L

Pe
ni

ci
lli

n-
St

re
pt

om
yc

in
 S

ol
ut

io
n

P 
44

58
A

F
–2

0 
°C

3 
da

ys
■

■
P
en
ic
illi
nお
よ
び

20
 m

l/L
(5

,0
00

 u
ni

ts
 p

en
ic

ill
in

-G
 a

nd
 5

 m
g

S
tr
ep
to
m
yc
in
の
作
用
を
参
照

st
re

pt
om

yc
in

 p
er

 m
l)

Pe
ni

ci
lli

n-
St

re
pt

om
yc

in
 S

ol
ut

io
n

P 
07

81
A

F
–2

0 
°C

3 
da

ys
■

■
10

 m
l/L

(1
0,

00
0 

un
its

 p
en

ic
ill

in
-G

 a
nd

 1
0 

m
g

P 
75

39
st

re
pt

om
yc

in
 p

er
 m

l)
P 

43
33

Pe
ni

ci
lli

n 
G

-S
tr

ep
to

m
yc

in
P 

35
39

L,
G

2-
8 

°C
H

2O
3 

da
ys

■
■

10
 m

l/L

Pe
ni

ci
lli

n-
St

re
pt

om
yc

in
-N

eo
m

yc
in

P 
40

83
A

F
–2

0 
°C

3 
da

ys
■

■
Pe
ni
ci
llin
、
St
re
pt
om
yc
in
お
よ
び

10
 m

l/L
So

lu
tio

n 
(5

,0
00

 u
ni

ts
 p

en
ic

ill
in

-G
,

N
eo
m
yc
in
の
作
用
を
参
照

5 
m

g 
st

re
pt

om
yc

in
 a

nd
 1

0 
m

g
ne

om
yc

in
 p

er
 m

l

Pe
ni

ci
lli

n-
G

 S
tr

ep
to

m
yc

in
-N

eo
m

yc
in

P 
36

64
L,

G
2-

8 
°C

H
2O

3 
da

ys
■

■
10

 m
l/L

Ph
en

ox
ym

et
hy

lp
en

ic
ill

in
ic

 A
ci

d
P 

48
07

C
T

RT
H

2O
3 

da
ys

■
細
菌
細
胞
壁
合
成
経
路
の

10
0,

00
0 

U
/L

(p
ot

as
si

um
 s

al
t)

 [
Pe

ni
ci

lli
n 

V
]

最
終
段
階
を
阻
害

Po
ly

m
yx

in
 B

 S
ul

fa
te

P 
49

32
C

T
2-

8 
°C

H
2O

5 
da

ys
■

細
菌
細
胞
膜
に
結
合
し
、

50
 m

g/
L

細
胞
膜
の
透
過
性
を
阻
害

Sp
ec

tin
om

yc
in

 D
ih

yd
ro

ch
lo

rid
e

S 
40

14
C

T
2-

8 
°C

H
2O

■
C

■
ペ
プ
チ
ド
転
移
段
階
に
あ
る

7.
5-

20
 m

g/
L

ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
鎖
の
伸
長
を
阻
害
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抗生物質

A
す
べ
て
の
製
品
に
つ
い
て
細
胞
培
養
試
験
済
み
で
す
。
粉
末
（
C
T
）、

γ線
滅
菌
済
み
粉
末
（
G
）、
滅
菌
濾
過
済
み
無
菌
充
填
溶
液
（
A
F）
、
凍
結
乾
燥
製
品
（
L）
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
.

B T
is
su
e 
C
ul
tu
re
 A
ss
oc
ia
tio
nの
デ
ー
タ
を
引
用
し
ま
し
た
。

3
7

°C
で
の

製
品
名

製
品
番
号

形
態
A
保
存

溶
解
性

安
定
性

作
用
の
様
態

推
奨
使
用
濃
度

A
ct

in
om

yc
in

 D
A

 9
41

5
C

T
2-

8 
°C

D
M

SO
D
N
A
と
複
合
体
を
形
成
し
、
R
N
A
合
成
を
阻
害

1 
µg

/m
l

Bl
eo

m
yc

in
 S

ul
fa

te
B 

84
16

C
T

2-
8 

°C
H

2O
D
N
A
と
複
合
体
を
形
成
し
、
2重
ら
せ
ん
を
切
断

10
-1

00
 µ

g/
m

l
C

hl
or

am
ph

en
ic

ol
C

 3
17

5
L

RT
H

2O
 +

 N
aO

H
5 

da
ys

ペ
プ
チ
ジ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ラ
ー
ゼ
に
作
用
し
ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
鎖
の

5 
µg

/m
l

伸
長
を
阻
害

C
yc

lo
he

xi
m

id
e

C
 1

98
8

C
T

2-
8 

°C
Et

ha
no

l
タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
阻
害

10
 µ

g/
m

l
G

 4
18

A
 1

72
0

C
T

2-
8 

°C
H

2O
8 

da
ys

ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
合
成
を
阻
害
し
、
ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
鎖
の
伸
長
を
阻
害

10
0-

80
0 

µg
/m

l
G

 4
18

 (
50

 m
g/

m
l s

ol
ut

io
n)

G
 8

16
8

A
F

2-
8 

°C
H

yg
ro

m
yc

in
 B

H
 3

27
4

L
2-

8 
°C

H
2O

M
ito

m
yc

in
 C

M
 4

28
7

C
T

2-
8 

°C
H

2O
核
酸
合
成
を
阻
害

10
-5

0 
µg

/m
l

M
yc

op
he

no
lic

 A
ci

d
M

 3
53

6
C

T
2-

8 
°C

M
et

ha
no

l
グ
ア
ノ
シ
ン
一
リ
ン
酸
経
路
に
お
け
る

25
 µ

g/
m

l
イ
ノ
シ
ン
一
リ
ン
酸
デ
ヒ
ド
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
を
阻
害

Pu
ro

m
yc

in
•H

C
l

P 
88

33
C

T
–2

0 
°C

H
2O

タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
阻
害

10
-1

00
 µ

g/
m

l

抗
生
物
質
選
択
試
薬

A
す
べ
て
の
製
品
に
つ
い
て
細
胞
培
養
試
験
済
み
で
す
。
粉
末
（
C
T
）、
滅
菌
濾
過
済
み
無
菌
充
填
溶
液
（
A
F）
、
凍
結
乾
燥
製
品
（
L）
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

3
7

°C
で
の

グ
ラ
ム

グ
ラ
ム

マ
イ
コ

推
奨

製
品
名

製
品
番
号
形
態
A
保
存

溶
解
性

安
定
性
B

陽
性
菌

陰
性
菌

酵
母

カ
ビ

プ
ラ
ズ
マ
作
用
と
耐
性
の
様
態

使
用
濃
度

St
re

pt
om

yc
in

 S
ul

fa
te

S 
91

37
C

T
2-

8 
°C

H
2O

3 
da

ys
■

■
リ
ボ
ソ
ー
ム
30
S
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
に

10
0 

m
g/

L

St
re

pt
om

yc
in

 S
ul

fa
te

S 
08

90
L,

G
2-

8 
°C

H
2O

3 
da

ys
■

■
結
合
し
て
、
コ
ド
ン
の
ミ
ス
コ
ー

10
 m

l/L
デ
ィ
ン
グ
を
誘
導

Te
tr

ac
yc

lin
e 

H
yd

ro
ch

lo
rid

e
T 

76
60

C
T

–0
 °

C
H

2O
4 

da
ys

■
■

ア
ミ
ノ
ア
シ
ル
tR
N
A
の

10
 m

g/
L

リ
ボ
ソ
ー
ム
30
S
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト

A
部
位
へ
の
結
合
を
阻
害
す
る
こ
と
で
、

ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
鎖
の
伸
長
を
阻
害

Ty
lo

si
n 

Ta
rt

ra
te

T 
62

71
C

T
2-

8 
°C

H
2O

3 
da

ys
■

■
リ
ボ
ソ
ー
ム
50
S

8 
m

g/
L

Ty
lo

si
n 

Ta
rt

ra
te

 (
8 

m
g/

m
l s

ol
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Amphotericin B（製品番号A 9528）
アンフォテリシンB（Amphotericin B）はStreptomyces属が産
生する抗真菌剤です。43%アンフォテリシンB、35%デオキ
シコール酸ナトリウム、22%リン酸ナトリウムを含有するγ線
滅菌済み凍結乾燥粉末（pH 7.5）として販売しています。バ
イアルに記載の分量は、1バイアル当たりのアンフォテリシン
Bの含有量です。
使用例：
凍結乾燥粉末50 mgに滅菌済み脱イオン水10～20 mlを手早く
加えます。バイアルを振とうするか、穏やかにピペッティン
グして粉末を溶解させます。必要に応じてさらに希釈するこ
ともできます。推奨使用濃度については134ページの抗生物
質一覧を参照してください。

G 418（製品番号A1720、G 8168）
G 418はゲンタマイシンの類縁物質ですが、通常は標準的な
抗生物質として用いられるわけではありません。G418の最も
一般的な用途は、分子生物学研究における選択試薬です。G
418硫酸塩は細菌、酵母、原生動物、蠕虫、哺乳動物細胞に
対して毒性を示します。耐性は細菌由来の2個の優性遺伝子の
うち片方によって付与され、この遺伝子は真核細胞でも発現
されます。
使用例：
G 418は水溶性で、室温で1年間保存可能です。水溶液は凍結
保存してください。細胞選択に必要なG 418の濃度は、細胞型
や増殖周期によって異なります。増殖中の細胞は、増殖期にな
い細胞よりも短時間で影響を受けますが、対数増殖期にある細
胞の選択には3～7日を要します。一般的に、哺乳動物細胞の
細胞選択に必要となるG 418の濃度は400 µg/mlで、選択後の
維持には200 µg/mlが必要とされます。

Hygromycin B（製品番号H 3274）
ハイグロマイシンB（Hygromycin B）は、原核および真核の
微生物や細胞に対して有効なアミノグリコシド抗生物質です。
G 418と同様、最も一般的な用途は分子生物学研究における
細胞選択試薬です。ハイグロマイシンBホスホトランスフェ
ラーゼをコードする遺伝子hphを導入した昆虫細胞や哺乳動物
細胞はハイグロマイシンBに耐性を示します。
使用例：
Hygromycin Bは粉末として販売しています。細胞選択用培地
における推奨使用濃度は100～800 µg/mlです。
原核生物：100 µg/mlg
原始的な真核生物：200 µg/ml
高等な真核生物：150～400 µg/ml
使用方法の詳細については参考文献をご覧ください。

Mitomycin C（製品番号M 4287）
マイトマイシンC（Mitomycin C）は、Streptomyces caespito-
susが産生する抗生物質で、抗腫瘍活性を有するアルキル化剤
です。細胞周期特異的ではありませんが、G1期後期からS期
初期にかけて最も高い作用を示します。核酸合成を阻害しま
す。
また、細胞培養においては細胞分裂を休止させます。そのた
め、フィーダーレイヤーとして用いる細胞や、混合リンパ球
反応のための刺激リンパ球の調製によく用いられます。たと
えば、胚性幹細胞の培養実験におけるSTOフィーダーレイヤ
ーの調製に用いられています。
使用例：
Mytomicin Cは粉末として販売しています。バイアルの内容
物を滅菌済みの水（W 3500またはW 1503）2 ml、または滅
菌済みPBS 2 mlで溶解して、100倍ストック溶液を調製しま
す。ストック溶液は、2～8°Cの暗所で保存してください。調
製後1週間以上経過した溶液は使用しないでください。
Mitomycin Cの代表的な用途は、最終濃度10～50 µg/mlの不
活性化培地におけるフィーダーレイヤーの処理です。使用方
法の詳細については参考文献を参照してください。

Mycophenolic Acid（製品番号M 3536）
マイコフェノール酸（Mycophenolic Acid）はPenicillium bre-
vicompactumが産生する抗生物質です。イノシンデヒドロゲ
ナーゼ（IMP脱水素酵素）を阻害し、またde novo のヌクレオ
チド合成（XMPやGMPの生成）を阻害します。
また、キサンチングアニンホスホリボシルトランスフェラー
ゼ（XGPRT）をコードする大腸菌遺伝子（Ecogpt）が挿入さ
れた哺乳動物細胞タンパク質発現系において、細胞選択用試
薬として用いられます。Ecogptを導入した哺乳動物細胞は、
プリン合成における唯一の前駆体として、キサンチンととも
にアミノプテリンとマイコフェノール酸を含有する培地で増
殖可能です。
使用例：
Mycophenolic Acidは水に溶解せず、エタノール、クロロホ
ルム、アルコールに溶解します。使用濃度は約25 µg/mlです。
使用方法の詳細については参考文献を参照してください。


